


; 全国科学博物館協議会に期待する

i I噂物館の当面する問題の中 IC は，適切な分類ではな

いかも判りませんが，

A 行政的な解決を必要とするもの

B 博物館学的に追及していかねばならないもの

i C 日常の運営に必要な博物館技術的な問題

等が考えられます.Aまたは BIC関しては，白木博物

i館協会，あるいは一日も早く発足が望まれる博物館学
会等が取り組むべき問題でありますが， Cについては 思っています，

博物館の専門分野どとに特異性が強いので， A , B の

< ようにすべての博物館K共通な解決の方法が少ないの

{ です.特に科学博物館については，他の人文系の博物

{ 館とは異った問題をたくさん持っています

このような点から全国の科学博物館の，特 lζ実務的

な問題についての話合いの場として，ちょうど動物園

水族館協会のような何等かの形の集りが欲しいと考え

第三 ICは，文献，標本，資料の豊富な乙とと合わせて，

研究陣が充実している点です.主要な博物館はどれも研

究者やその協力者といった人達が充実しています.博物

館即ち研究機関です.その最もよい例は大英博物館(自

然史博物館)とスミソニアン博物館です.

また，同時にそれぞれの惇物館は相当大きな工作室

(Workshop) をもち，自分の館で展示品の保守修繕を

迅速に行なう乙とができます.科学博物館では工作室と

いうものが重要な役割をもっているととは云うまでもあ

りませんが，ロンドン，パリ，ワジントンなど，一流博

物館は極めて立派な工作室を備えていますが，わが国の

博物館にはまだ乙のような設備がほとんどないに等しい

状態です.

第四 lζは，参観者 l乙対するサービスの問題です.気持

のよい食堂やスナックなどの設備のほか図書室やレクチ

ュアー・ノレームがあって参観者 lζ利用されたり，館の指

導員によって専門的な話も聞けるようになっているとと

ろが多く，新しい博物館ほど参観者へのサービスの設備

が行き届いています.

また，売店はど乙も広く，展示品の絵葉書や解説目録

のほか関係、ある自然科学の書物を豊富に取り鏑えて参観

【新しい展示品紹介】

産業安全技術館「プレスと工業用ロボット」

産業災害防止の啓蒙というユニークな活動を続けてき

た産業安全博物館は，問花42年から，山手線田町駅近く

の旧庁舎を撤去し，新らしく建設が進められていました

が，去る 10月から，名称も産業安全技術館と改称し，再

公開されました 新装なった展示室の中から新しい展示

者を待っています.乙うしたサービスは日本の博物館は

まだまだ不充分で大いに見習ってよいと乙ろだと思いま

す.面白い乙とにドイツ博物館は国立ですが，展示場の

一隅で記念の額皿やペンダントをその場で焼いて色付け

したものを売ったり，ガラス細工の小動物類の製作実演

をやって即売している風景などもほほえましいもので

す.

最後にど乙の陣物館も責任者と会談すると予算の少い

乙と，新しい展示のための資金の不足を訴えない者はあ

りませんでした.わが国の博物館とはケタ途いに大きな

予算をもっ時物館Ieおいてすらとれは共通の問題のよう

に見受けられ苦笑を禁じ得ませんでした.

乙れからわが国の博物館が欧米先進国の博物館の真似

をしようとしても到底追いつけるものではありません.

その規模においても，文献資料においても， 100年， 200

年の長い年月と国力を傾けて築き上げた伝統ある乙れら

の博物館にはとうてい追随する乙とは難しいと思いま

す 要するに規模は小さくとも，わが国独特の資料を集

めて，わが国でなければ見られないといった特色ある博

物館に育ててゆくことが最も適切な道である乙とを痛感

したのであります.

紫橋向山天文台館長 金 子 以J

ていました.

今回，国立科学時物館をはじめいくつかの有力な館

のお骨折りで，全国科国博物館協議会が発足したこと

はま ζ とにうれしい次第であります 当館のような弱

力な館で， しかも田舎にあるものは，新しい科学技術

の情報も入手がおそくなり展示技術も劣っていますの

で，との様な集りの中で大いに勉強させて頂きたいと

戦後各地にいろいろな形の科学|専物館が生まれまし

たが，運営の菌でも，技術の分野でも，活動内容でも

いずれも暗中模索の状態であります.この会の活動を

通じて日本の科学博物館の質の向上を計るだけでなく

各館の研究の積み重ねによって一日も早く科学博物館

のノレーノレ作りができることを期待しています.

品の一つをひろってみました.

押釦があるー何だろうー押して見ょう 動くーなるほ

ど，とのような順序で観覧者はその展示 IC 引き寄せられ

ていく.乙の過程を経て装置や機械の構造および機能を

理解して行きます.ダイナミックな実演を通じて観覧者

の学習意欲をこれに集中させる ζ とは常 iζ 理工学系博物

館の展示Ie要求される所であります.当館も乙の点Ieか
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なり意を用い，そのー伊!としてプレスと工業用ロポット

の組み合せをととに取り上げました

プレスは各極の材料加工に使用される加工機械の代表

的なもので，その種類，形式も多くパワープレスのよう

に原始的な構造機能のままで使用されているものも少な

くありません.プレスによる災害は全国で毎年 1 万件以

上も発生し，その 6 割までが材料の送給取出し作業中 iζ

起きております 送給取出し作業を手作業から自動化す

る ζ とによって多くの災害を防止出来るものと考えられ

展示の目的も乙 ζ にあります.

展示は市販されているプレス (25 t)，工業用ロボット

で構成し，観覧者が起動ボタンを押すと加工材料がセッ

トされロボットのアームが伸びてそれを掴み，持ち上げ

回転しプレスの加工点にセットする 定位置にセットさ

れたのを検出してプレスが起動する.乙の一連の動きを

一定時間行なうように設計しました.

当館の場合のように，労働災害の防止技術を知っても

らう展示がややもするとその動きだけに目を軍事われてし

まう恐れがあり，展示技術のうえで苦慮すると ζ ろで

す.今後とも関係各位のど教示をお願いいたします

正:j函手前がロボッ卜本体，その右が制御部，

正面奥の機械はフリク ν ョン式ノミワープレス

(能力25 トン】

山口県立山口博物館で，特別展

「日本の科学のあゆみ」を開催

山口県立山口持物館で，青少年の科学iζ対する 32' をそ

だて創造性を高めようという趣旨から，特別展「日本の

科学のあゆみ」を，去る 10月 1 日から 11月 21 日までの長

期にわたって開催しました.

乙の特別展は，昭和42年， 44年lζ同館が行ない好評を

呼んだ「近代国家への歩み」版， r日本女性文化史」展

lζ 続く 3 部作の一つで，およそ 2 か年にわたる企画・準

備段階を経て行なわれたものです.今回の内容は， I.

日本の科学を築いた人々， II 世界に誇る日本の科学技
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若戸大橋のワイヤーの展示

術，班.科学技術のめざすもの，の 3 部門から構成され

ており I では，関孝和，平賀源内，杉田玄白など.江

戸H寺代の科学における先哲の業績や，明治以降における

科学の各分野の日本を代表する科学者の業績を展示によ

って紹介し， II では建築・土木・電気などについての日

本の科学技術の最新の成果を語る実物資料を中心IC展示

してあり，中でも地元工業高校が協力製作したロータリ

ーエンジン実物カット，戦鑑「陸奥」の実物資料など，

展示までの労苦のしのばれる逸品だけに入場者の人気の

的となっていました lUでは，現在多方面Kわたって開

発研究の進んでいる科学技術を，原子力開発，宇宙開発，

海洋開発，自然保護の 4 項目 IC類別し各種の資料が展示

されており，乙れらの出品資料は，全体で360点以上iζ達

していました.また期間中，国立科学時物館と共催で，

月の石と山口県産の玖珂隙鉄が特別展示されました.

なお， ζ の特別展 IC関係して，同館から図録，出品資

料目録，解説書などが刊行されており，詳しくはこれら

を参考lとされるとよいでしょう

;ぃω…山会員館園の 12 月， 1 月の特別展-………，

j 安全技術と最近の機器展 産業安全技術館 j
j(10 ・ 5-12 ・ 27) ~

i 第16国鉄道写真コンクール発表展 交通博物館 (1 • ~

$ 15-1 ・ 30) 交通協力会，鉄道弘済会，日 f

i 本交通公社協力，

i 茶道点前入門特別展 津山科学教育博物館 j
; (9 ・ 1-1 ・ 15) 1

i 月の石と宇宙科学展 市立名古屋科学館( 1 ・ 9- I!

j ・ 23) 国立科学博物館，中部日本新聞社共;

j 催 1
j 年賀版画と書きぞめ展 神戸国際港湾同物館( 1 ・ 12 ~

t -1 ・ 23) 神戸市教育委員会後援 :

i 蒸気機関車展 神奈川県立青少年センター

~ (11.1-3 ・mj



【会員館圏の紹介】

川口市立児童文化センター

埼玉県川口市青木町 5 丁目 1 ， 358番地

~ 332 Tel0482-52-4995

昭和 36 年11 月 3 日開館鉄筋コンクリー

ト建 3 階建築面積 1395. 7Irl

「児童にすぐれた文化財を提供して，文化と生活を理

解させ，心身の健全な成長を図る」というのが，川口市

の設置条例にうたわれた乙の館の運営の目的です

これをうけて，事業面でまず重点をおいているのが展

示でしょう 1 ， 2 階あわせて約 1 ， 300 Irl になる展示室

iC ， コミュニケ-"ノョン，太古の世界，栄えゆく郷土川

口，私たちをとりまく自然，宇宙などをテーマとした展

示があり，毎年内容の充実につとめています 一方子ど

もたちの特性を伸ばすための集会活動も盛んで，とれに

は，約 30 人くらい収容できる教室が 5 室準備されており

あらかじめ検討されたプログラムによって活発な活動を

展開しています.天文，電気，陶芸，木工，絵画，合唱

と問いただけでも楽しみをおぼえてきます

もちろん，自然観察会，写生会など館外集会も行なわ

れています.乙れらに加え，最近プラネタリュウム(ミ

ノルタ MS ー10 型〕が設置され， 10 月より開かれていま

すが.好調な出足で入場希望者が多く，乙とに日曜日な

どそれ乙そ朝から夜まで，職員は人をさばくの K天手古

舞との ζ とです.

入館者数は， I昭和 45 年が 120 ， 336 人，今年度は 20 万人

を目標 le 館長以下張り切っていました それにしても，

職員数 6 名というのは，事業の規模からみて少ないよう

で，事業内答の深化を図れないのが最大の悩みであると

いうのもうなづけます.なお，事業の分担は織本館長(歴

史学)が館の運営，永山館長補佐(!IV)!物学)が自然に関

「原始の人々の生活」の展示

する諸活動の企画，高橋主任(天文学)が，プラネタリク

ムの運営，松永主事が文化活動，平田技師が展示技術，

小川技師補が工作関係となっていますので，詳細につい

ては，述絡をとっていただくとょいと思います.

交通 国電京浜東北線西川口駅下車，徒歩約 12 分，パ

ス利用の場合，西川口駅より鳩ケ谷公団行き，野球場裏

下車.川|口駅より南浦和駅行き，並木町 3 丁目下車.ま

たは鳩ケ谷，新町行き，青木公園入口下車.

あとがき

0つぎの方々に， ζ のニュースの編集委員をお願いしま

した 交通博物館肥沼恵一，五島プラネタリクム荒

井撫，科学技術館 山田英徳，東京都児童会館秋場一

男，産業安全技術館香坂敏夫， NHK 放送博物館久

松国男，神奈川県立青少年センタ一 二宮健，国立科学

博物館 様茂弘，手塚映男が活発に論義を進めるととも

κ，一つ一つ具体化する ζ とに努力しています.

0特別展，教育活動等についてアンケー卜をお願いした

ととろ，さっそく多数の館園から回答をいただきありが

とう ζ ざいました 今後の博物館活動の参考 le ，結果を

まとめ，序々に紹介して行きたいと思っています.

企画から撮影製作まて・. .

国宝童文等美術品複製・・・巧套画

美術図書出版

美術総合印刷

株式会社大塚巧妻社
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